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	█要約

新たなファイナンス・サービス構想の実現により 
2022 年 3 月期以降の成長加速を目指す

ミロク情報サービス <9928> は、会計事務所及び中堅・中小企業向けに、財務会計・税務システムを中心とす

る ERP（統合業務管理）製品を開発・販売する業界大手。新規事業として bizsky（ビズスカイ）プラットフォー

ム事業や子会社で展開する事業承継支援サービス、bizocean（ビズオーシャン）等の事業を育成中。

1. 2020 年 3 月期の業績概要

2020 年 3 月期の連結業績は、会計事務所向け、企業向けともにシステム導入契約売上高が好調だったほか、ス

トックビジネスであるサービス収入も新規顧客の積み上げにより 2 ケタ増となり、売上高で前期比 13.4% 増の

35,501 百万円、営業利益で同 1.2% 増の 5,227 百万円、経常利益で同 5.0% 増の 5,311 百万円と過去最高を連

続更新した。会社計画の経常利益 6,200 百万円に対して未達となったのは、既存クラウド製品に関するソフトウェ

ア資産の早期償却（約 10 億円）を実施したためで、同要因を除けば計画を達成していたことになる。また今回、

開発中の Web 型 ERP 製品についても、開発の方向性や優先順位を見直したことで、ソフトウェア資産の評価

損（約 25 億円）を特別損失として計上しており、結果、親会社株主に帰属する当期純利益は前期比 50.7% 減

と減益に転じている。これらソフトウェア資産の早期償却、評価損については今後の償却負担が軽減されるため、

中期的にはクラウド製品の競争力並びに収益力の強化につながるものとして評価される。

2. 2021 年 3 月期業績見通し

2021 年 3 月期は売上高で前期比 1.4% 増の 36,000 百万円、経常利益で同 32.2% 減の 3,600 百万円と増収減益

を見込む。新型コロナウイルスの影響が第 2 四半期まで続くことを前提に、また、サービス収入に関しては新

規顧客開拓が大きく縮小することを想定している。売上高の主な増加要因は M&A によるもので、2020 年 5 月

までにグループ会社化した 2 社の売上とあわせて、20 億円程度の増収効果を見込んでいる。単体ベースの業績

計画を見ると、売上高で前期比 6.9% 減の 29,700 百万円、経常利益で同 32.9% 減の 3,300 百万円と減収減益

を見込んでいるが、前期に早期償却したソフトウェア資産の償却負担が無くなること、サービス収入で上振れ余

地があることなどを考えれば、利益面で増額される可能性が高いと弊社では見ている。

https://www.mjs.co.jp/irinfor/
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要約

3. 中長期展望について

同社は 2025 年度に向けた中長期ビジョンの策定に取り掛かっており、2021 年 5 月頃を目途に発表する予定と

している。基本方針としては、既存の ERP 事業の成長加速に加えて高収益モデルの新規事業を創出し拡大する

こと、積極的な M&A により経営の多角化を進めていくこと、今回の新型コロナウイルスショックの教訓を活か

して、BCP（事業継続計画）、BPR（業務プロセス改革）、働き方改革を加速化し、サスティナビリティを追求し

ていくことの 3 点を掲げている。特に、bizsky プラットフォーム事業については、2021 年 3 月までにほぼす

べての地方銀行やネット銀行と API 連携を実現することで、同プラットフォームを通じた既存製品・サービス

の利便性向上を図り、事業規模を拡大していくほか、API 連携によって可能となる新たなファイナンス・サービ

スを展開していくことで飛躍的な成長を目指しており、その動向が注目される。

Key Points

・2020 年 3月期は売上高、営業利益、経常利益で過去最高を連続更新
・2021 年 3月期はシステム導入契約売上高は減少を見込むものの、ストックビジネスであるサー
ビス収入は増収が続く見通し

・bizsky プラットフォーム事業による「ファイナンス・サービス構想」の実現に向け、金融機関と
API 連携を進める
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	█会社概要

財務会計システムの大手で会計事務所と中堅・中小企業向けを 
顧客ターゲットに成長を進める

1. 会社沿革

同社は、1977 年の創業以来、財務会計を中心とする経営システム・経営情報サービスを提供してきた。サービ

ス形態は IT の進展とともに変化しており、創業当初は計算センターでの計算処理サービスから始まり、オフコ

ンビジネスからパソコン用パッケージソフトの開発・販売にシフトし、最近ではクラウドサービスでの展開も進

めている。また、2014 年には中小企業の事業承継等の支援サービスを行う子会社、( 株 )MJS M&A パートナー

ズ（以下、mmap）を設立したほか、2016 年には中小企業の経営・業務改善を支援するクラウドプラットフォー

ム「bizsky」をオープンするなど、新規事業の育成と事業領域の拡大にも注力している。

会社沿革
中心サービス形態 年 沿革

計算センター
1977 年 株式会社ミロク情報サービス設立

1978 年 新財務計算システム「MS-1」を開発・販売
オンライン方式の端末機「MJS 800」を開発・販売、オンラインサービスを開始

オフコン
1980 年 計算センタービジネスからオフコンの開発・販売ビジネスへ転換

会計事務所専用オフコン「ミロクエース・モデルシリーズ」を開発・販売

1983 年 会計事務所の顧問先企業市場への参入
顧問先企業向け専用オフコン「プロオフコン << 経理 >>」を開発・販売

～システムオープン化～
パッケージソフト

1990 年 パソコン搭載パッケージソフト「SI・財務大将」「SI・販売大将」「SI・給与大将」を開発・販売

1992 年 （社）日本証券業協会（現・東証 JASDAQ）に店頭登録して公開企業となる

1994 年 会計事務所と顧問先企業のシステムを繋ぐテレコミュニケーション会計システム 
「MJS-COMPASS」を開発・販売

1997 年 東京証券取引所第 2 部に上場

1998 年 中堅企業向け Windows NT ® 対応 ERP システム「MICSNET シリーズ」を開発・販売

2001 年 会計事務所向けネットワーク・ソリューションシステム「ACELINK シリーズ」を開発・販売

2002 年 中小企業向け業務・情報統合システム「MJSLINK シリーズ」を開発・販売

2004 年 中小・ベンチャー企業のビジネスパーソンを対象としたビジネス情報サイト「bizocean」を開設

2005 年 会計事務所向けネットワーク・ソリューションシステム「ACELINK Navi シリーズ」を開発・販売
中堅企業向け ERP パッケージシステム「Galileopt」を開発・販売

2007 年 中小企業向け ERP パッケージシステム「MJSLINK Ⅱシリーズ」を開発・販売

https://www.mjs.co.jp/irinfor/
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会社概要

中心サービス形態 年 沿革

本格的なサービス
プロバイダーに向けて

2011 年 会計事務所向け ERP システム「ACELINK NX-Pro」を開発・販売（4 月）

2012 年 中堅企業向け ERP システム「Galileopt NX- I」を開発・販売（2 月）
東京証券取引所第 1 部に上場

2013 年 中小企業・小規模企業向け ERP システム「MJSLINK NX- I」を開発・販売（4 月）
連結会計システムを手掛けるプライマル ( 株 ) に出資（33.3%）、関連会社とする（10 月）

2014 年 中小企業の事業承継・再生等に関するサービスを提供する ( 株 )MJS M&A パートナーズを設立（9 月）

2015 年
会計事務所、中堅・中小企業向けマイナンバー管理システム「MJS マイナンバー」を開発・提供（9 月）
Miroku Webcash International( 株 ) を子会社化（12 月）
記帳代行サービスを手掛けるクラウドインボイス ( 株 ) を子会社化（12 月）

2016 年

アジア向けに食材の EC 事業を手掛ける ( 株 )Blue Table に出資（48.8%）、関連会社とする（2 月）
「bizocean」事業を分社化し、子会社として ( 株 ) ビズオーシャンを設立（4 月）
会計事務所向け記帳代行支援サービス「丸投げ記帳代行」を提供開始（7 月）
中小企業向け ERP クラウドサービス「MJSLINK NX- I for IaaS」を開発・提供（8 月）
中小企業向けクラウドプラットフォーム「bizsky」を始動　「楽（らく）たす振込」を開発・提供（9 月）
ビジネス情報サイト「bizocean」で日本初のビジネステンプレートのマーケットプレイスをオープン（10 月）

2017 年

中小企業向けクラウドプラットフォーム「bizsky」で「楽（らく）たす給与振込」を開発・提供（1 月）
クラウドキャスト ( 株 ) と業務提携、「楽（らく）たす振込」とクラウド経費精算サービス「Staple（ステイプル）」
を API 連携（3 月）
中堅企業向け新 ERP ソリューション「Galileopt NX-Plus」を開発・販売（4 月）
中小企業向け新 ERP システム「MJSLINK NX-Plus」を開発・販売（10 月）
マルチデバイス対応、従業員向けクラウドサービス「Edge Tracker」を開発・提供（10 月）

2018 年

小規模事業者向けクラウドサービス「MJS お金の管理」を開発・提供（3 月）
中小企業・小規模企業、個人事業主向け新クラウドサービス「かんたんクラウド会計」「かんたんクラウド給与」
を開発・提供（4 月）
富士ゼロックス ( 株 ) と協業して紙証憑の電子化・クラウド共有を効率化する会計支援ソリューション「Cloud 
Service Hub for MJS」を提供開始（4 月）
リアルタイム・時短・見える化で業務効率化を推進するクラウドサービス「Edge Tracker」の新機能 “ ワークフ
ロー ” を開発・提供（6 月）
新税務システム「MJS 税務 NX-Plus」を開発・販売（7 月）
中小企業・小規模企業、個人事業主向けクラウド型会計・給与サービス「かんたんクラウド会計 Plus」「かんた
んクラウド給与 Plus」を開発・提供（11 月）

2019 年 集金代行サービス「楽たす回収」を開発・提供（7 月）
AI を活用した仕訳・残高チェックシステム「MJS AI 監査支援」を開発・提供（11 月）

出所：会社資料よりフィスコ作成

2. 事業内容

現在の主力事業は、財務・会計をコアとする ERP 事業（ERP システムの開発・販売、導入支援サービス、各種

保守サービス）で売上高の 90% 以上を占めており、残りは mmap や ( 株 ) ビズオーシャン等で展開する新規

事業領域となる。

ERP 事業の主な顧客は会計事務所と主にその顧問先となる中堅・中小企業である。会計事務所向けでは、ユーザー

数が約 8,400 事務所と業界シェアで約 25% を占め、( 株 )TKC<9746> や ( 株 ) 日本デジタル研究所と並ぶ業

界トップクラスのシェアを握っている。また、中堅・中小企業向けでは約 17,000 社のユーザーを抱えている。

販売ルートは、会計事務所向けがほぼ 100% 直販となり、中堅・中小企業向けについては 9 割強が直販、残り

の 1 割弱が代理店経由となっている。同社の顧客である会計事務所の先には約 50 万社の顧問先企業があるため、

新規顧客の開拓余地は依然大きいと言える。また、量販店及び会計事務所を通じて小規模事業者向けに簡易な会

計ソフトを提供しており、そのユーザー数は約 8 万強となっている。
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会社概要

ERP 事業の概要

顧客
会計事務所

（税理士・公認会計士事務所）
中堅・中小企業

（会計事務所の顧問先企業が中心）

提供システム（自社開発）
・財務会計システム
・税務申告システム等

・‌�財務会計システムを中心とする ERP システム 
（会計・人事給与・販売管理）

提供サービス
・システム導入支援サービス
・各種保守サービス
・教育研修、情報サービス等

・システムインテグレーション
・各種保守サービス
・教育研修、情報サービス等

販売方法サポート体制
ほぼ直接販売 
全国 31 ヶ所の営業・サポート拠点

直接販売（9 割、顧客会計事務所からの紹介含む）、
代理店販売（1 割） 
全国 31 ヶ所の営業・サポート拠点

ユーザー数市場シェア 8,400 事務所 / 市場シェア約 25% 約 17,000 社

出所：会社資料よりフィスコ作成

3. 関係会社の状況

2020 年 3 月末時点の関係会社は、連結子会社で 9 社、持分法適用関連会社で 2 社の構成となっている。連結

子会社は 2002 年以降に子会社化した業務用システムの受託開発等を行う ( 株 ) エヌ・テー・シー、( 株 ) エ

ム・エス・アイ、リード ( 株 ) の 3 社のほか、2014 年に設立した mmap（中小企業の事業承継支援サービ

ス）、2015 年に子会社化したクラウドインボイス ( 株 )（記帳代行のクラウドサービス）、Miroku Webcash 

International( 株 )（FinTech サービスの開発）、2016 年に分社化したビズオーシャン（ビジネス情報サイト

「bizocean」の運営）、2016 年に設立した ( 株 )MJS Finance & Technology（決済サービス、ファイナンス・サー

ビス等）、2018 年に新たに孫会社化（現在は同社の子会社）した ( 株 ) アド・トップ ( 人材紹介に特化した広

告代理店）の 9 社となる。

持分法適用関連会社は、連結会計システムの開発・販売を手掛けるプライマル ( 株 )、近距離無線通信（NFC）

による決済サービスの開発・販売を行う ( 株 ) 韓国 NFC の 2 社となる。

関係会社の状況

（2020 年 3 月末時点）

会社名 出資比率 主な事業内容

連結子会社

エヌ・テー・シー 100.0% ソフトウェア開発・販売、導入・運用支援サービス、ハードウェア販売

エム・エス・アイ 100.0% ソフトウェア開発・販売、導入・運用支援サービス、ハードウェア販売

リード 100.0% ソフトウェア開発・販売、導入・運用支援サービス

MJS M&A パートナーズ 100.0% M&A の手法を用いた事業承継の支援サービス等

クラウドインボイス 100.0% 記帳代行等のクラウドサービスの開発・提供等

ビズオーシャン 100.0% ビジネス情報サイト「bizocean」の運営等

MJS Finance & Technology 100.0% 決済サービス、ファイナンスサービス等の提供

Miroku Webcash International 66.6% 企業金融・資産管理に関するソフトウェアとコンテンツの開発・販売等

アド・トップ 98.0% 人材紹介に特化した広告代理等

持分法適用関連会社

プライマル 33.3% ソフトウェア開発・販売、導入・運用支援サービス

韓国 NFC 21.2% 近距離無線通信（NFC）による決済サービスの開発・販売

出所：有価証券報告書、会社リリースよりフィスコ作成
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	█業績動向

2020 年 3 月期は売上高、営業利益、経常利益で過去最高を連続更新

1. 2020 年 3 月期の業績概要

2020 年 3 月期の連結業績は、売上高が前期比 13.4% 増の 35,501 百万円、営業利益が同 1.2% 増の 5,227 百万円、

経常利益が同 5.0% 増の 5,311 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益が同 50.7% 減の 1,839 百万円となり、

売上高、営業利益、経常利益は過去最高を連続で更新した。

2020 年 3 月期業績（連結）

（単位：百万円）

19/3 期 20/3 期

実績 対売上比 会社計画 実績 対売上比 前期比 計画比

売上高 31,317 - 34,000 35,501 - 13.4% 4.4%

売上総利益 19,952 63.7% 21,900 20,532 57.8% 2.9% -6.2%

販管費 14,784 47.2% 15,700 15,305 43.1% 3.5% -2.5%

営業利益 5,167 16.5% 6,200 5,227 14.7% 1.2% -15.7%

経常利益 5,056 16.1% 6,200 5,311 15.0% 5.0% -14.3%

特別損益 446 1.4% - -2,529 -7.1% - -

親会社株主に帰属する
当期純利益

3,730 11.9% 4,040 1,839 5.2% -50.7% -54.5%

出所：決算短信よりフィスコ作成

企業の IT 投資意欲が引き続き旺盛だったことに加えて、Windows7 のサポート終了（2020 年 1 月）を控えて

ハードウェアを含めたリプレース需要が活発化したことが売上高の好調要因となった。一方で、営業利益の伸び

が微増にとどまったのは、今後のクラウドサービスへの本格的な移行による収益構造の変化や、クラウド製品の

徹底した競争力強化のための更なる開発投資を考慮し、一旦、既存のクラウド製品（かんたんクラウド会計・給

与、Edge Tracker 等）における将来の収益性を保守的に見直し、当該製品に係るソフトウェア資産の大半部分

を早期償却（1,078 百万円）したことが主因となっている。同要因を除けば、営業利益は前期比 22.0% 増の 6,305

百万円と会社計画を上回って着地していたことになる。

また、開発中の Web 型製品に関して、顧客ニーズや競争環境の変化に伴い、新製品開発の方向性、優先順位を

一部見直したことにより、長期の開発行為に分類されるソフトウェア資産において収益見込みの変動要素が大

きいと判断し、将来の評価損リスクを考慮して 2,516 百万円のソフトウェア評価損を特別損失として計上した。

この結果、親会社株主に帰属する当期純利益に関しては減益となっている。

なお、新型コロナウイルス感染症の影響について、売上面では第 4 四半期も前年同期比 9.6% 増と順調に推移し、

その影響は見られなかったものの、2 月以降受注面での影響が出始めており、同社が KPI としているシステム

導入契約売上高の期末受注残（単体）※も 4.44 ヶ月と期首の 5.06 ヶ月から減少した。

※	期末受注残のヶ月は、同年度の計上売上計画をベースに算出
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業績動向

新型コロナウイルス感染症に対する従業員への対応としては、1 月よりマスク、体温計などを配布し、2 月から

は時差出勤やテレワークなどの段階的な実施と、セミナー・展示会等の自粛、4 月以降は顧客への対面営業・サ

ポートを原則禁止（商談等のオンライン化対応の促進）としたほか、全社員によるテレワークを開始した。緊急

事態宣言の解除を受け、5 月下旬以降は徐々に通常体制に戻しつつある。

一方、顧客対応としては、2 月より同社のリモートアクセス「iCompass リモート PC2」と遠隔サポートツール

「iCompass コミュニケーション」の無償提供を期間限定で開始したほか、3 月には会計事務所・中小企業向けに、

官公庁・省庁及び金融機関の支援情報サイトを同社 HP 上に開設、4 月には会計事務所向けを中心に持続化給付金

等の適用可否を自動判定する「資金繰り支援対象判定」機能を提供した。同社では感染収束後の業務推進体制の抜

本的な見直しを視野に、全社的な業務プロセス改革と生産性向上への取り組みを加速化していく方針となっている。

システム導入契約売上高は企業向け、 
会計事務所向けとも 2 ケタ増と好調に推移

2. 品目別・販売先別売上動向

売上高の内訳を見ると、システム導入契約売上高は前期比 13.7% 増の 22,359 百万円、サービス収入は同 12.0%

増の 11,055 百万円、その他（主に子会社の事業）が同 16.9% 増の 2,086 百万円といずれも 2 ケタ増収となった。

   

16,345 16,921
19,665

22,359

8,949 9,469

9,867

11,055
929

1,191

1,784

2,086

26,225
27,582

31,317

35,501

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

17/3期 18/3期 19/3期 20/3期

事事業業別別売売上上高高

システム導入契約売上高 サービス収入 その他（百万円）

出所：決算説明資料よりフィスコ作成
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業績動向

(1) システム導入契約の販売先別、品目別売上高
システム導入契約売上高を販売先別で見ると、企業向けは前期比 11.0% 増の 11,837 百万円（計画比 0.7%

減）となった。このうち、既存顧客向けが前期比 4.2% 増の 8,432 百万円と堅調に推移し、新規顧客向けが

同 32.3% 増の 3,404 百万円と大きく伸長した。企業向け売上高のなかで新規顧客向けの占める比率は前期

の 24.1% から 28.8% に上昇した。新規顧客の獲得施策として、専門の営業組織となるソリューション支社を

2019 年 3 月期より東京に設置したのに続き、2019 年 4 月から大阪、名古屋、埼玉、広島、福岡と主要支社

にも設置したこと、また、提携先の地方銀行等と共同セミナーを積極的に開催し、見込み顧客の獲得に取り組

んだことなどが奏効した。新規顧客の増加はストックビジネスとなる企業向けソフト運用支援サービスの増収

につながるだけに、安定収益基盤の積み上げが進んだものと評価される。

一方、会計事務所向け売上高についても、前期比 19.7% 増の 7,140 百万円（計画比 29.0% 増）と好調に推移した。

Windows7 のサポート終了を前に既存顧客からのリプレース需要が大きく伸長した。リプレース需要が想定

以上に活発だったことに加えて、ハードウェアの買い替えや、それに伴うキッティング及び設置サービス等の

ユースウェア売上が拡大したことも、売上高の上振れ要因となった。
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シシスステテムム導導入入契契約約のの販販売売先先別別売売上上高高

一般企業（新規顧客） 一般企業（既存顧客） 会計事務所 その他
（百万円）

注：その他（本社売上、子会社売上、パートナー向け売上）
出所：決算説明資料及び会社資料よりフィスコ作成

また、その他売上高（本社・子会社売上及びパートナー向け売上）は前期比 11.4% 増の 3,381 百万円、2 年

連続で 2 ケタ増収となり、販売パートナー向けの売上が伸長した。同社では売上拡大施策として数年前から販

売パートナーの育成支援に取り組んでおり、その効果が顕在化しているものと思われる。具体的には、2018

年 3 月期に首都圏にパートナー支援を専門とする支社をつくっており、地方を含めてパートナーの活性化に

取り組んでいる。
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業績動向

システム導入契約売上高を品目別で見ると、ソフトウェアが前期比 0.1% 減の 12,429 百万円（計画比 8.7%

減）と横ばいにとどまったが、ハードウェアが同 43.1% 増の 4,869 百万円（同 39.8% 増）、ユースウェア

（導入支援サービス）が同 32.4% 増の 5,060 百万円（同 25.0% 増）と大きく伸長した。前述したように、

Windows7 のサポート終了を前にハードウェアも合わせて買い替えるケースが多かったことが要因だ。

ソフトウェアのうち、企業向け ERP 製品では中堅企業を対象とした「Galileopt NX-Plus」が既存顧客、新

規顧客向けともに好調に推移したほか、中小企業を対象とした「MJSLINK NX-Plus」も新規顧客向けが増加

した。また、会計事務所向け「ACELINK NX-Pro」もリプレース需要が好調だった。会計事務所向けはサブ

スクリプション契約の販売も行っているが、引き続きオンプレミス契約が主流を占めたようだ。
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出所：決算説明資料よりフィスコ作成

(2) サービス収入
サービス収入の内訳を見ると、ここ数年 1 ～ 2% 増の微増ペースだった TVS（会計事務所向け総合保守サー

ビス）が、前期比 18.9% 増の 2,324 百万円（計画比 3.3% 増）と大きく伸長したことが注目される。顧客数

が安定的に増加していることもあるが、2019 年 7 月より料金改定を実施した効果が大きい。TVS の料金に

ついては 10 年間据え置きでサービス提供していたが、サービス維持コストの上昇もあって改定に踏み切った。

平均で 10% 台の値上げとなったようだが、料金改定による解約はほとんど発生していない。

ソフト運用支援サービス（企業向けソフト保守サービス）については、契約件数の増加により前期比 10.2%

増の 4,860 百万円（計画比 2.6% 増）と着実に増加した。また、会計事務所の顧問先である小規模事業者向け

のソフト使用料は「かんたんクラウド会計」や「かんたんクラウド給与」をはじめ、クラウドサービス等の伸

長により同 19.6% 増の 1,776 百万円（同 8.6% 増）と 2 ケタ成長が続いている。そのほかハードウェア・NW（ネッ

トワーク）保守サービスは同 3.3% 増の 1,395 百万円（同 2.5% 増）、サプライ用品は同 4.9% 増の 697 百万円（同

10.8% 増）と堅調に推移している。

https://www.mjs.co.jp/irinfor/
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注：TVS（会計事務所向け総合保守サービス）
出所：会社資料よりフィスコ作成

(3) その他
その他（主に子会社の事業）の売上高は前期比 16.9% 増の 2,086 百万円となった。ビズオーシャンについては、

ビジネス情報サイト「bizocean」の広告収入が増加し、若干ながら増収を継続した。ただ、広告収入以外のサー

ビスの育成が今後の成長に向けた課題となっている。

mmap については、成約件数の増加と手数料単価の上昇により、規模は小さいながらも売上高で前期比 2.6

倍増と拡大した。大型案件の成約があったことが増収に貢献したようだ。また、従来は売り手側専門の支援だ

けであったが、買い手側にも領域を拡げており、事業拡大を目指している。

手元キャッシュは潤沢で財務の健全性は高い

3. 財務状況と経営指標

2020 年 3 月期末の財務状況を見ると、資産合計は前期末比 136 百万円増加の 38,348 百万円となった。主な

増減要因を見ると、流動資産ではたな卸資産が減少した一方で、現金及び預金が 1,708 百万円、売上債権等が

327 百万円増加した。また、固定資産ではソフトウェア資産（ソフトウェア仮勘定含む）が前述したように早

期償却や評価損を計上したことにより無形固定資産が 2,986 百万円減少し、繰延税金資産が 978 百万円、投資

有価証券が 302 百万円それぞれ増加した。

負債合計は前期末比 834 百万円減少の 19,318 百万円となった。有利子負債が長短合わせて 555 百万円減少し

たほか、仕入債務等が 281 百万円減少した。また、純資産合計は前期末比 971 百万円増加の 19,029 百万円となっ

た。配当金 1,049 百万円の支出、並びに親会社株主に帰属する当期純利益 1,839 百万円の計上により利益剰余

金が 787 百万円増加した。
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業績動向

経営指標を見ると、収益増と有利子負債の減少を主因として自己資本比率が前期末の 47.2% から 49.6% に上昇

し、流動比率や有利子負債比率等も改善するなど、財務基盤の強化が進んでいると言える。一方で、親会社株主

に帰属する当期純利益が減益となったことにより、ROE は前期末の 21.7% から 9.9% に低下している。

連結貸借対照表及び経営指標

（単位：百万円）

18/3 期 19/3 期 20/3 期 増減額 変動要因

流動資産 11,338 21,962 23,603 1,641
現金及び預金 +1,708、たな卸資産 -392、
売上債権等 +327

現金及び預金 6,520 16,271 17,979 1,708

固定資産 13,227 16,213 14,716 -1,497
有形固定資産 +148、無形固定資産 -2,986、
投資その他の資産 +1,339

ソフトウェア（仮勘定含） 4,239 7,512 4,532 -2,979

資産合計 24,566 38,211 38,348 136

流動負債 8,105 7,491 7,096 -394 短期借入金 -109、仕入債務等 -281、前受収益 +141

固定負債 183 12,661 12,222 -439 長期借入金 -442

負債合計 8,289 20,153 19,318 -834

純資産 16,277 18,058 19,029 971 利益剰余金 +787、その他の包括利益累計額 +185

負債純資産合計 24,566 38,211 38,348 136

有利子負債 2,782 13,713 13,158 -555
転換社債型新株予約権付社債（ゼロ・クーポン）
11,040 百万円含む

ネットキャッシュ 3,737 2,657 4,821 2,164 （現預金＋有価証券－有利子負債）

経営指標

流動比率 139.9% 293.2% 332.6% 39.4pt

自己資本比率 66.2% 47.2% 49.6% 2.4pt

有利子負債比率 17.1% 75.9% 69.1%  -6.8pt

ROE 18.5% 21.7% 9.9%  -11.8pt

出所：決算短信よりフィスコ作成

	█今後の見通し

2021 年 3 月期は新型コロナウイルスの影響が 
第 2 四半期まで続くことを前提に保守的に策定

1. 2021 年 3 月期の業績見通し

2021 年 3 月期の連結業績は、売上高で前期比 1.4% 増の 36,000 百万円、営業利益で同 31.5% 減の 3,580 百万円、

経常利益で同 32.2% 減の 3,600 百万円、親会社株主に帰属する当期純利益で同 27.2% 増の 2,340 百万円とな

る見通しだ。新型コロナウイルス感染症の影響が第 2 四半期まで続き、第 3 四半期以降は事業環境が正常化す

ることを前提とし、また、ストックビジネスであるサービス収入に関しては新規顧客獲得による上積み分を織り

込まず、保守的な計画とした。2019 年 5 月に公表した経営数値目標（売上高 38,000 百万円、経常利益 8,000

百万円）も新型コロナウイルスの影響を考慮して引き下げている。

https://www.mjs.co.jp/irinfor/


本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

COMPANY RESEARCH AND ANALYSIS REPORT

FISCO Ltd.

http://www.fisco.co.jp

2020 年 6月25日（木）ミロク情報サービス
9928 東証 1 部 https://www.mjs.co.jp/irinfor/

12 19

12
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単独業績は、売上高で前期比 6.9% 減の 29,700 百万円、経常利益で同 32.9% 減の 3,300 百万円を計画している。

連結と単独で売上高に乖離が生じているのは、連結には子会社以外に M&A による増収効果を見込んでいるため

だ。2020 年 5 月までにグループ会社化した 2 社の売上とあわせて、M&A による効果で 20 億円程度の増収を

見込んでいる。ただ、営業利益に関してはのれん償却を計上することもあり、影響は軽微となっている。

2021 年 3 月期連結業績見通し

（単位：百万円）

20/3 期 21/3 期 21/3 期
目標値※実績 対売上比 会社計画 対売上比 前期比

売上高 35,501 - 36,000 - 1.4% 38,000 

売上総利益 20,532 57.8% 20,790 57.8% 1.3%

販管費 15,305 43.1% 17,210 47.8% 12.4%

営業利益 5,227 14.7% 3,580 9.9% -31.5%

経常利益 5,311 15.0% 3,600 10.0% -32.2% 8,000 

親会社株主に帰属する
当期純利益

1,839 5.2% 2,340 6.5% 27.2%

1 株当たり当期純利益（円） 59.59 75.79

※ 2019 年 5 月公表値
出所：決算短信よりフィスコ作成

2021 年 3 月期単独業績見通し

（単位：百万円）

20/3 期 21/3 期

実績 対売上比 会社計画 対売上比 前期比

売上高 31,898 - 29,700 - -6.9%

経常利益 4,917 15.4% 3,300 11.1% -32.9%

出所：決算短信よりフィスコ作成

新型コロナウイルスの影響が第 3 四半期以降も続くようであれば、業績下振れリスクも出てくるが、第 2 四半

期で収束し、売上高が計画を達成できれば、営業利益は上振れする可能性が高いと弊社では見ている。単独業績

で見た場合、売上高は約 20 億円の減収となるが、減収分の大半はハードウェアやユースウェアとなっている。

これらは相対的に利益率が低いこともあり、減収に伴う利益減のインパクトは保守的に見ても 5 億円前後かと

思われる。一方、増益要因としては前期に早期償却したソフトウェア資産の償却負担（約 10 億円）が無くなる

ことが挙げられる。開発費そのものは 2 億円程度増やす計画となっているため、差し引き約 8 億円の増益要因

となる。そのほか、営業・開発部門を中心とした体制強化による人件費増（2020 年春の新卒社員は約 70 名）や、

福岡支社の移転費用など減益要因はあるものの、会社の利益計画は保守的との印象が強い。

また、収益性の高いサービス収入を前期比 1.5% 増の 11,225 百万円と保守的に見ているが、前第 4 四半期の

売上高が 2,874 百万円となっており、契約件数が今後変わらなければ 2021 年 3 月期の売上高は単純に 4 倍の

115 億円程度が見込めることになり、当期分で獲得する新規契約分がさらに上積みされることになる。景気悪

化で中小企業の IT 投資が冷え込むリスクもあるため、先行きに関しては不透明感が残るものの、第 2 四半期ま

でに新型コロナウイルスの影響が収束し、売上高が計画通りに推移するようであれば、利益ベースで会社計画を

上回る可能性が高いと弊社では見ている。

https://www.mjs.co.jp/irinfor/
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出所：決算短信よりフィスコ作成

なお、M&A により新たにグループ会社として加わったのは、独立系で国内最大級の組織・人事コンサルティン

グファームである ( 株 ) トランストラクチャと、セントラル警備保障 ( 株 )<9740> の子会社で、店舗内現金の

管理・流通効率化等を行うスパイス ( 株 ) の 2 社となる。このうち、トランストラクチャに関しては、企業の

適性にあわせた新たな人事制度の「計画・設計」から「導入・運用」の支援までを行っており、人事評価分析ツー

ルの開発・提供も行っている。今回、トランストラクチャを子会社化することで、同社の ERP 製品とトランス

トラクチャの組織・人事コンサルティングソリューションを連携・融合させ、より高度で効果的な HR ソリュー

ションの提供を、同社の全国 31 拠点における営業基盤や顧客基盤を活用して展開していくことにしている。現在、

トランストラクチャは首都圏のみの展開で、売上規模は年間 10 億円程度、営業利益率は 1 割強程度の水準となっ

ている。今後は全国各地で共同セミナーを開催し、新規顧客の獲得を進めていく方針で、同社の営業力を活用す

ることで、事業規模の一層の拡大が期待される。

一方、スパイスは商業施設などにテナント出店している企業に対して、売上金の早期資金化を図るサービスを

主に提供している。商業施設にテナント出店した場合は、日々の売上金を一旦、商業施設運営側が回収するた

め、資金回収までに一定の期間を要している。スパイスで支払代行・収納代行を行うことで店舗のキャッシュ・

フロー効率化と現金の取り扱いリスク極小化を支援している。今回はフィンテックサービスの開発を行う MJS 

Finance ＆ Technology が子会社化した。今後、両社のノウハウを融合することで、新たな商業施設の開拓、キャッ

シュレス売上金立替え払いサービスなどの新規サービスの事業化を進めていく予定となっている。また、同社は

今回の M&A によって構築した関係を活かしてセントラル警備保障と提携する中小警備会社に対して、同社製品・

サービスの提供を進めていくほか、mmap を通じて中小警備会社の M&A 等の支援を行っていく考えだ。今後

も同社では M&A について前向きに検討を進めていく方針となっている。

https://www.mjs.co.jp/irinfor/
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スパイス（株）のサービス・ポートフォリオ

事業開発・市場分析
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発行事務代行

商業施設売上金管理
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店舗向け売上現金

早期資金化

店舗向け釣銭準備金

立替

自治会向け補助金

制度活用購買立替

ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
適
正
化

キャッシュ・フロー効率化

出所：会社資料よりフィスコ作成

システム導入契約売上高は減少を見込むものの、 
ストックビジネスであるサービス収入は増収が続く見通し

2. 品目別・販売先別売上見通し

品目別の売上高は、システム導入契約売上高が前期比 9.7% 減の 20,186 百万円、サービス収入が同 1.5% 増の

11,225 百万円、その他が同 119.9% 増の 4,587 百万円を計画している。

システム導入契約売上高のうち、ハードウェアは前期比 17.9% 減、ユースウェアが同 21.0% 減と落ち込みが大

きくなるが、これは新型コロナウイルスの影響に加えて、前期は Windows7 サポート終了に伴う特需があり、

その反動減によるものとなっている。ソフトウェアについては同 2.0% 減と微減で推移する。上期は商談活動の

遅れもあって厳しいものの下期の回復を見込んでいる。

また、販売先別では前期にリプレース需要が活況だった会計事務所向けが同 27.6% 減の 5,167 百万円と大きく

落ち込むと見ている。前期と今期の 2 期間の平均売上高は約 61 億円となり、2019 年 3 月期と売上規模はほぼ

同水準となる計算だ。なお、会計事務所に関しては既存顧客が大半を占めており、営業活動では新型コロナウイ

ルスによる影響も大きくはないようだ。企業向けに関しては前期比 1.4% 減の 11,670 百万円となる見通し。4 月、

5 月はセミナーの中止など新規顧客獲得のための営業活動に影響が出ているほか、IT 投資計画そのものを見直

す企業も出てきている。また、システム導入の検収に時間を要するケースが出ているため、上期については売上

減少が予想されるが、下期の回復を見込んでいる。

一方、サービス収入に関しては前述のとおり、新規顧客の上積み分を保守的に見込んでいる。TVS は 2019 年 7

月からの値上げ効果が第 1 四半期まで継続することもあって、前期比 4.1% 増となる見通し。ソフト使用料は「か

んたんクラウド」シリーズの前期までの契約積み上げ分の効果で同 3.2% 増、同様に企業向けのソフト運用支援

サービスも同 5.2% 増を見込んでいる。一方、ハードウェア・NW 保守サービスについては同 3.0% 減、サプラ

イ用品については同 27.3% 減と減収を見込んでいる。サプライ用品については企業活動停滞の影響を受けやす

いことから厳しく見ている。
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本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

COMPANY RESEARCH AND ANALYSIS REPORT

FISCO Ltd.

http://www.fisco.co.jp

2020 年 6月25日（木）ミロク情報サービス
9928 東証 1 部 https://www.mjs.co.jp/irinfor/

15 19

15

今後の見通し

品目別売上高（連結）

（単位：百万円）

17/3 期 18/3 期 19/3 期 20/3 期 21/3 期（予） 前期比

システム導入契約売上高 16,345 16,921 19,665 22,359 20,186 -9.7%

ハードウェア 2,822 3,190 3,403 4,869 3,999 -17.9%

ソフトウェア 10,281 10,469 12,440 12,429 12,187 -2.0%

ユースウェア 3,241 3,260 3,821 5,060 3,999 -21.0%

サービス収入 8,949 9,469 9,867 11,055 11,225 1.5%

ＴＶＳ 1,877 1,916 1,955 2,324 2,420 4.1%

ソフト使用料 1,211 1,312 1,485 1,776 1,833 3.2%

ソフト運用支援サービス 3,898 4,264 4,409 4,860 5,112 5.2%

ハード・NW 保守サービス 1,287 1,314 1,351 1,395 1,352 -3.0%

サプライ・オフィス用品 675 662 665 697 506 -27.3%

その他 929 1,191 1,784 2,086 4,587 119.9%

合計 26,225 27,582 31,317 35,501 36,000 1.4%

出所：決算短信よりフィスコ作成

bizsky プラットフォーム事業による「ファイナンス・サービス構想」
の実現に向け、金融機関と API 連携を進める

3. 中長期展望について

同社は今後の「飛躍的な成長」を実現していくための戦略として、2025 年度に向けた中長期ビジョンの策定に

取り掛かっている。2021 年 5 月の発表を予定しているが、基本戦略は以下の 3 点を挙げている。

・既存の ERP 事業の成長加速に加えて、高収益モデルの新規事業を創出、拡大する。

・積極的な M&A によりグループ経営の高度化、多角化を図る。

・コロナショックの教訓を活かし、BCP、BPR、働き方改革を加速化し、サスティナビリティを追求する。

(1) bizsky プラットフォーム事業の拡大
新規事業として最も注力しているのが、bizsky プラットフォーム事業で、今後の同社の収益基盤になる事業

として注目される。同プラットフォームを、中小企業が抱える経営課題（売上拡大、業務効率向上、資金管理

等）に役立つ多彩なクラウドサービスを提供する、経営支援のための総合プラットフォームに育成していくこ

とを目指している。同プラットフォームを拡大していくためには、金融機関との情報連携が重要となる。連携

することで、様々なファイナンス・サービスを提供する仕組みが構築できるためだ。
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今後の見通し

「bizsky プラットフォーム」事業の拡大

出所：決算説明資料より掲載

同社は、金融機関との API 連携を行うため、2019 年 6 月に電子決済等代行業者※ 1 の登録を完了しており、現在、

金融機関との API 契約や暫定的にスクレイピング※ 2 契約を順次進めている（2020 年 6 月 5 日時点で 60 行

と契約済み）。2021 年 3 月にはほぼ全国の地方銀行やネット銀行において API 連携が完了する見込みだ。金

融機関との連携によって、「かんたんクラウド会計」や「Galileopt」「MJSLINK」「ACELINK」などの利用ユー

ザーは、金融機関の口座情報を自動的にこれら製品・サービスに連携させることが可能となり、利便性が格段

に上昇する。

※ 1	 銀行法の改正によって、電子決済等代行業者は金融機関の口座情報を利用して、顧客に会計サービス等を提供する
にあたり、金融機関と API 契約またはスクレイピング契約を締結する必要がある。

※ 2	 スクレイピングとは Web サイトから情報を自動的に抽出するソフトウェア技術のことで、クローリングとも呼ばれ
る。API との違いでは、API が顧客の ID、パスワードを同社側で持たなくても情報連携できるが、スクレイピング
は顧客の ID、パスワードが必要となるため、セキュリティ面でのリスクが生じる。このため、暫定的にスクレイピ
ング契約をしている金融機関とも最終的には API 連携に切り替えていく。

また、金融機関との連携が可能となることによって新たなファイナンス・サービスの提供も可能になると見て

おり、新サービスの開発・事業化を加速化するため、2020 年 4 月より新規事業戦略室を新設した。同社では「ファ

イナンス・サービス構想」を打ち出しており、具体的なサービスとしては、会計事務所が顧問先の中小企業の

CFO の役割を担い、資金繰りに関する BPO サービスを bizsky プラットフォーム上で提供していくことを想

定している。会計事務所が担保する顧客（中小企業、個人事業主）の財務データを基に、金融機関が最適なファ

イナンス・サービスを提供し、同社はその手数料等を獲得するビジネスモデルとなる。今後、こうした新サー

ビスの提供開始を目指している。
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今後の見通し

ファイナンス・サービス構想

出所：決算説明資料より掲載

こうしたフィンテック関連のサービスは、競合他社も積極的に展開しているが、同社は全国約 8,400 の会計

事務所とのネットワークを活かして、その先にある約 50 万社の中小企業や個人事業主向けにサービスを提

供し、高成長を実現していく考えだ。同社では「ファイナンス・サービス構想」を実現していくうえでも、

bizsky プラットフォームの利用企業数をさらに拡大していくことが重要と考えており、そのためにも既存製

品・サービス（かんたんクラウド、Edge Tracker 等）の機能強化が重要であると考え、開発投資を積極化する。

また、同プラットフォーム上で利用可能な新規サービスの開発や他社サービスとの連携なども進めていく方針だ。

(2) 地方創生に向けた地域金融機関とのパートナーシップを強化
同社では 2017 年に ( 株 ) 新生銀行 <8303> と資本業務提携を締結以降、地域金融機関とのパートナーシッ

プ強化にも取り組んでおり、その成果が徐々に顕在化し始めている。同社製品・サービスを各金融機関の顧客

に紹介する販売提携では 47 行と協業契約を締結し、紹介案件数で 200 件を超えたほか、mmap における事

業承継支援サービスでは 55 行と協業契約を締結し実績をあげている。今後もこうした取り組みを強化してい

くことに加えて、前述した新たなフィンテックサービスについても現在、複数行と共同研究を進めている段階

にある。また、新たに子会社化したトランストラクチャの組織・人事評価ツールなども金融機関とのパートナー

シップを通じて拡販していく可能性も考えられる。

こうした取り組みを今後も継続していくことで、同社自身の収益成長を目指すだけでなく、中小企業の経営改

善を支援し、地域経済の活性化を推進していく方針だ。
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今後の見通し

事業承継支援サービスの体制強化

子会社の mmap による事業承継支援サービスを積極展開していく。同社の全国 31 拠点とパートナー会計事

務所（4,247 事務所、顧問先企業は 20 万社超）のネットワークを活かした譲渡希望ニーズの発掘だけでなく、

同社の既存顧客（約 17,000 社、特に中堅企業の成長支援）や提携金融機関の広範なネットワークを活用して、

買い手企業とのマッチングを推進していく方針だ。従来は、売り手側のアドバイザーのみであったが、買い手

側のアドバイザーを行うことでマッチング率を高め、事業拡大を進めていく。 

事業承継支援サービスの体制強化

出所：決算説明資料より掲載

(3) 人材投資について
人材投資については引き続き強化していく方針となっている。2020 年春の新卒社員は前年と同じく約 70 名

を採用したが、2021 年春も営業・開発部門を中心に 70 名強の採用を予定している。また、開発体制につい

ては現在、外注も利用しているが、ノウハウの蓄積を進めていくため今後は内製化率を引き上げていく方針と

なっている。同社単独ベースの開発人員は約 210 名（連結で約 430 名）となっている。
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	█株主還元策

株主配当は収益水準に見合った安定配当を継続方針

同社は株主還元として、配当に関しては長期的に安定した利益還元を維持することを基本方針としている。

2020 年 3 月期は特別損失の計上により親会社株主に帰属する当期純利益が減益となったものの、1 株当たり配

当金は前期比 4.0 円増配の 38.0 円（配当性向 63.8%）と 5 期連続の増配を実施した。2021 年 3 月期について

は前期比横ばいの 38.0 円（配当性向 50.1%）としている。配当性向についてはここ数年 30% 前後を維持しな

がら収益成長に応じて増配してきたことから、今後も配当性向が 30% 水準を下回る状況になれば、増配が期待

できるものと考えられる。
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出所：決算短信よりフィスコ作成
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